




















表 1 実験 Iの無線LAN構成









100とした%表示)と速度 (Mbps) を図 1のようにリアルタイムに表示する機能があるので，実際に
Web上の約20Kbyteの画像をブラウザで数回表示させ，その時の電波状態と速度の表示を目視で計測す
ることで通信可能範囲を測定することにした。
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図 2-a AirStation別館 2陪
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図2-c AirStation別館4階






アクセスポイント AirStationPro WLA-AWCG メlレコ
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4.実験E




アクセスポイント AirStationPro WLA-AWCG メJレコ
外部アンテナ WLE-HG-DNC メJレコ












15(1) 33(5) 27(5) 15(1) × 
30(5) 30(5) 40(11) 15(1) 
30(5) 70(11) 35(5) 24(5) 
× 
50(5) 57(11) 30(5) 























































場所(図6-a， b， C， d， e参照) 通信状況 電波状態[%] (速度 [Mb p s]) 
図6-eのA地点 24 (5) 
図6-eのB地点 × 
図6-dのC地点 30 (1) 
図6-dのD地点 15 (1) 
図6-dのE地点 54 (1) 
図6-dのF地点 24 (5) 
図6-CのG地点 33 (1) 
図6-cのH地点 × 
図6-cのI地点 30 (5) 
図6-cのJ地点 60 (1) 
図6-cのK地点 × 
図6-bのL地点 45 (1) 
図6-bのM地点 × 
図6-bのN地点 51 (1) 
図6-aのO地点 24 (5) 
6 実験V
同様に実用試験として，会議棟にHUB的役割のアクセスポイン トを設置してみた。













図7-a AirStation会議棟 1階 図7-b AirStation会議棟2階
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図6-a 本館1階 図6-b 本館2階 図6-c 本館3階
図6-d 本館4階 図6-e 本館5階
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7. 実験VI
そこで，実験回と同様に外部アンテナを用いた無線LAN構成で外部アンテナを会議棟前に設置し図
6-aのP地点で通信状況を測定すると74%(llMbps)で通信可能であった。同様に図 6-bのR地
点，図6-cのS地点，図6-dのTおよびU地点で、窓側11Mbps，廊下側で5Mbpsの通信が可能でらあっ
た。しかし，図 6-aのQ地点では窓側で30%(5 Mbps)の通信は可能であったが，廊下側では通信
不能であった。 Q地点の壁は鉄筋コンクリートであり，アンテナと窓の角度により見通しにくらべ，条
件が悪くなっているものと考えられる。窓側に中継用のアクセスポイントなどの導入を今後検討して行
きたい。
8. まとめ
学内LANシステムの環境改善を目的に無線LANを検討し，その導入に向けての基礎的な現地試験
を実験 I-VIとして行った。その結果，現状の学内LANに簡単に接続できるアクセスポイントに外部
アンテナを接続するだけの簡単な設備で，既存の構造物に無理な配線工事をすることなく，かなり広範
囲の教室でLAN環境の利用が可能になることが分かつた。今後，学生がノートパソコンを利用する状
況がますます増えて行くことが考えられるので なるべく教室などの束縛を受けない環境でノートパソ
コンが使えるよう無線LANの導入を計って行きたい。さらに，無線LANの到達可能な距離に附属幼
稚聞や他のノードが存在するので，それらとのアクセスポイント間通信の実験へと進めて行きたいと考
えている。
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